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「受援力」で創る、安心の家庭・学校・地域 

 
　新しい一年を始めるにあたり、大切にしたい「社会のありかた」についての一考察を記述します。 

 
  この問題の根源として、新聞社説が訴える「カジノに触れさせない環境作り」だけでなく、子どもたちの
「家庭環境・生活環境の見直し」が必要なのではないかと私は考えます。 
　 「スマホ脳」（アンデシュ・ハンセン著）では、スマートフォンの依存性を高めるための仕組みを指摘していま
す。また、栗原聡さん（慶応義塾大学教授、人工知能学会会長）は「人間はテクノロジーと引き換えに何かを失っ
てきた」と警鐘を鳴らします。利便性や快適性を求め、失ったものが何なのかを見つめ直さなければ、「依
存社会」を変えることはできないのではないかと思うのです。（ミヒャエル・エンデの「モモ」を思い浮かべます） 
　 今、私たちにとって大切にしたいものは、「人とのつながりを再生する力」ではないでしょうか。 
 

弱い自分を認める力-「受援力」のススメ 
　 私たちは、ついつい「自分のことは自分でやらねば」と、無理をして背負い込みがちです。しかし、疲れ
や困難を抱えたとき、「助けて」と言えることこそが、社会を強くする鍵となります。 
　 吉田穂波さん（神奈川県立保健福祉大学教授）は、他者からの支援を受け入れる心構えやスキルを「受援
力（じゅえんりょく）」として提唱しています。 
　 「人に頼るのは弱いから」ではありません。むしろ、受援力は人がもつべき必須の能力の一つです。 
　人に助けを求めることは、相手の「人の役に立ちたい」というエネルギーを引き出すことにつながります。困ってい
る人が「助けて」と言い、周りの人が手を差し伸べる。この輪が広がることで社会全体にプラスの循環が生まれま
す。人に頼る行為は、相手への信頼や尊敬のメッセージでもあります。自分が助けられることで、周りの人は自己
肯定感が高まり、生きがいを感じることができます。　　（参考書籍　 吉田穂波著『頼るスキル　 頼られるスキル』） 
 

ヘルプを出し合える温かい地域へ 
〇「温かい空気」の醸成：困っている人がいれば、批判や説教ではなく、「どうしたの？」「話を聞くよ」
と声をかける温かい雰囲気を地域全体、学校、家庭で作り出すことが大切です。 
〇「SOSを出していい」環境：誰もが失敗したり、問題を抱えたりする可能性があります。「失敗しても、
助けを求められる」という安心感を周囲が提供し、孤立を防ぐことが重要です。 
〇人とのふれあいの価値：スマホやネットの画面だけではない、対面での活動や交流の場を大切にし、
お互いの存在を確認し合うことが、依存の予防につながります。 
 
　 今年一年、誰もが安心して「ヘルプ」を出せる温かい空気を家庭・学校・地域全体で創っていきたいと
思っています。困った時に「頼る力」を、頼られた時に「気持ちよく応える力」を、お互いに発揮し合うこと
で、真に強く豊かなコミュニティを築けると思います。 
 
　 本年も、皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。 

未成年への蔓延は深刻だ　 ネットカジノ　 （１２月１４日読売新聞の社説から） 
 
〇海外で合法的に運営されていても、日本国内から利用すれば違法行為。 
〇オンラインカジノで賭博をしたとして、中高生を含む未成年者の摘発が相次いでいる 。 
〇摘発（２月～１１月）された15人のうち9人が中高生であり、小学6年の時に賭けを始めた事例や、7か月間

　 で7000回に渡り700万円を賭けた中学1年男子の事例も報告されている。 
〇スマートフォンで24時間いつでも賭けられるオンラインカジノは、特にギャンブル依存症になりやすい。 
〇オンラインカジノ経験者の5.3％（１８万人）は１０歳代で、約7割がギャンブル依存症だと自覚している。 
〇賭け金を得るために、別の犯罪に手を染めてしまう「悪循環」が生まれている 。 
〇カジノに触れさせない環境を作ることが欠かせない。 
　 ・子供がスマホで閲覧できるサイトや利用時間を保護者が制限する仕組みを使う。 
　 ・子供が利用するサイトをあらかじめ把握しておく 
　 ・サイトへの接続を強制遮断する「ブロッキング」の導入も選択肢に入れ、効果的な対策が必要。 
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海の未来と「好き」を仕事にする力　 （職業講和） 
 
　 12月22日、食品メーカー（株）マルハニチロ（江東区）のＫさんをお招きし、お話を伺いました。 
　 前半は「水産資源活用におけるSDGs」がテーマ。数が減っているクロ
マグロを卵から育てる「完全養殖」や、プラスチックを年間約17トン減らす
パッケージの工夫、さらに宇宙飛行士が食べる「宇宙日本食」など、海か
ら宇宙まで広がる企業活動を学びました。 
　 後半は、Ｋさんのこれまでの生き方についてです。高校生の頃、オース
トラリアで潜った海に感動し、「海に関わる世界的なビジネスマンになりた
い」という夢を持った北川さん。18年間の営業経験を経て、現在は「企業
価値を高める」ための仕事をされています。「仕事とは社会の役に立つこと。自分の『好き』を大切に、苦労
を買って出てほしい」というメッセージは、生徒たちの心に深く響いたようです。2年生を中心に、活発な質
問が出されました。 
 

 

笑いで育む伝える力　 （笑活） 
 
　12月23日、東京都の「笑顔と学びのプロジェクト」の一
環として、株式会社「笑下村塾」プロデュースによる特別授
業を行いました。今回は「芸人から学ぶコミュニケーション
術」をテーマに、人気お笑いコンビの「流れ星☆」さんと「ひつじねいり」さんの

２組が来校されました。授業では、プロの漫才を間近で聞いた後、フリとオチの構造、相手に伝わりやすい
体の向きや声の大きさ、場を和ませる間（ま）の取り方といった「コミュニケーションの極意」を伝授してい
ただきました。 
　 後半は、コンビで漫才づくりに挑戦。練習を経て、代表の5組が全校生
徒の前でネタを披露しました。　 堂々とボケやツッコミを繰り出す姿に、体
育館は大きな笑いと温かい拍手に包まれました。笑いを通して「表現する
ことの楽しさ」や「相手を思いやる伝え方」を学ぶ、大変貴重な機会となり
ました。 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

江東区「おいしいメニューコンクール」受賞 
○１年生　 Ｓ　    Ｉ　 　  Ｓ 
 　 　     Ｓ　  　 Ｒ    Ｓ 
         Ｎ   　 Ｉ　 　  Ｙ 
〇2年生  Ｍ　   Ｙ　  　 Ｉ　     
　 　      Ｍ    Ｙ　    Ｍ          
　 　 　  　 Ｈ 
みんなでまちをきれいにするポスターコンクール　 受賞 
〇２年生　 Ｈ　 　 Ｉ 
２０歳未満喫煙防止・受動喫煙防止ポスターコンクール　 優秀賞 
〇１年生　 Ｈ 
薬物乱用防止ポスターコンクール　 優秀賞 
〇３年生　 Ｉ　                
ジュニア料理選手権　 （オレンジページ×味の素） 
〇３年生　 Ｙ　 　 　 　 　 　 　 敬称略 
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